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平成25年10月　千早赤阪村庁舎建設検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置
　　•�新庁舎建設を検討するため、住民参画により幅広い見地から意見を求める庁舎建設検討委

員会を設置
平成25年11月　第１回～第６回検討委員会を開催

　　•�新庁舎建設基本計画（案）の検討。
平成27年２月　新庁舎建設基本計画（案）のパブリックコメントを実施

　　•�意見募集期間　２月27日～３月13日、意見数　20件
　　　　２月　第７回検討委員会を開催

　　•�新庁舎建設基本計画（案）について、村長に答申
　　　　３月　新庁舎建設基本計画を策定
　　　　９月　新庁舎建設基本設計・実施設計等業務の公募型プロポーザルの設計者を選定　　
　　　　10月　新庁舎建設基本設計・実施設計等業務委託の契約締結

　　•�新庁舎建設基本設計策定業務を開始

新庁舎建設の現状と今後の進め方（案）

【現在の基本設計案の方向】
•くすのきホール及び郷土資料館を取り壊し、跡地に新庁舎を建設
•いきいきサロンくすのきと保健センターの機能を入れ替えて役場機能を一つに集約
　※しかし、より具体的な検討を進めていく中で、次の課題などの整理が必要

【主な課題など】
　•既設擁壁のやり替え（開発基準不適格）
　•排水処理機能の確保（処理不可能の場合、排水処理の整備が必要）
　•アクセス道路の検討（既設村道の改修検討や新設村道のルート検討）
　•財政運営への影響
　•くすのきホールの取り壊しに対する住民理解　など

⬇
★ 庁舎以外の政策（水道事業の広域化（統合）にかかる経費、村道整備など）を考慮し、将来的

な財政運営が可能かどうか、再検討が必要なため基本設計作業を中断

将来の住民サービスに影響を与えない、コンパクトで創意工夫を凝らした
新庁舎を再検討

⬇

これまでの経緯

特集②村民の生命と暮らしを守る　新庁舎をめざして

～新庁舎建設計画を見直します～
　現在、村では新庁舎建設の基本的な考え方や設計の指針ともなる「新庁舎建設基本計画」に
基づき、基本設計の策定作業を進めています。
　昨年の広報ちはやあかさか８月号以降の新庁舎建設の現状と今後の進め方についてお知らせ
します。
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〈問い合わせ〉総務課

　新庁舎建設の現状と今後の進め方について、５月27日から29日まで、旧小学校区及び全
域を対象に計５回にわたり住民説明会を開催し、多くの住民の皆さんから貴重なご意見を
いただきました。誠にありがとうございました。
　今後、これらご意見を参考に議会とも意見交換しながら村民の生命と暮らしを守る新庁
舎をめざし取り組んでいきますので、皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

新庁舎建設の再検討の方向性（案）

➡

代替案① 代替案②

くすのきホールを改修し、
新庁舎に転用

現庁舎の位置で建替え

•図書室などを庁舎に改修

•�いきいきサロンくすの
きおよび保健センター
はそのまま存置

•�郷土資料館を取り壊し、
議会、図書室および会
議室棟を新設

•�くすのきホールはその
まま存置、ただし教育
課を新庁舎に移転

•�いきいきサロンくすの
きおよび保健センター
はそのまま存置

•�郷土資料館はそのまま
存置

•�現庁舎別館はそのまま
存置（倉庫に利活用な
ど）

危険区域外
危険区域内（急傾斜地崩
壊危険区域内）

一部役場機能の集約が困
難（総合窓口部署を新設
し対応）

一部役場機能の集約が困
難（総合窓口部署を新設
し対応）

アクセスが悪い アクセスが良い

くすのきホール 現庁舎

約1,700㎡ 約2,100㎡

•�既存施設を有効活用し、
面積を縮小

•�既存施設の取り壊し経
費の削減

•�既存施設を有効活用し、
面積を縮小

•�既存施設の取り壊し経
費、既設擁壁のやり替
え経費、アクセス道路
整備費などの削減

約14億円 約15億円

項目 現計画案

方 向 性
くすのきホールおよび郷
土資料館を取り壊し、新
庁舎を建設（複合施設）

配 置 計 画

•�くすのきホールおよび
郷土資料館を取り壊し、
跡地に新庁舎を建設

•�いきいきサロンくすの
きと保健センターの機
能入替え（改修）

整
備
の
目
的

防災拠点の整備 危険区域外

役場機能の集約 すべての役場機能を集約

住民の利便性の向上 アクセスが悪い

建 設 場 所 くすのきホール

庁 舎 規 模 約3,500㎡

経 費 抑 制

•�すべての役場機能をワ
ンフロアにするため床
面積増加

•�既存施設の取り壊し、
既設擁壁のやり替え、
アクセス道路整備費な
ど経費増大

想定される事業費
（粗い試算）

約29億円

※下記代替案以外にも住民の皆さんのご意見を聞いて検討
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投
票
で
き
る
人

　

平
成
８
年
６
月
20
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
28
年
３
月
13
日
以
前
か
ら
引
き
続
き
千
早

赤
阪
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
人
で
す
。

　

た
だ
し
、
投
票
日
ま
で
に
村
外
へ
転
出
し

た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
所
入
場
券

　

あ
ら
か
じ
め
有
権
者
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、投
票
の
と
き
に
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

万
一
、投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

　

●
立
候
補
届
出
日

　
　

日
時　

６
月
14
日（
火
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　

場
所　

役
場
第
２
会
議
室　

た
だ
し
、
午
前
10
時
以
降
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

●
投
票
日　

６
月
19
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後
８
時

　

●
開
票
お
よ
び
選
挙
会

　
　

日
時　

６
月
19
日（
日
）午
後
９
時　

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階
会
議
室

手
話
通
訳

　

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者
の
派
遣

を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
字
投
票

　

点
字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所

の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
何
か
の
理
由
で
文
字
の

書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票

所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示
す
る
候
補
者
を

正
し
く
記
入
し
ま
す
。

不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
人
、
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者

で
、
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状

態
区
分
が
「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
人
は
「
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
投
票
用
紙
な

ど
の
請
求
は
６
月
15
日
ま
で
に
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て
は
、
不
在

者
投
票
の
で
き
る
指
定
施
設
で
あ
れ
ば
、
そ

の
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う

こ
と
を
そ
の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票
が
で

き
ま
す
。

⑴�　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予
定
が
あ
る

人
⑵�　

レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
で
、
投
票
日
に

投
票
区
内
に
い
な
い
人

⑶�　

病
気
や
ケ
ガ
、
妊
娠
な
ど
の
理
由
で
歩

け
な
い
人

※�

投
票
日
に
は
20
歳
に
な
る
が
、
投
票
日
前

に
お
い
て
は
未
だ
19
歳
で
あ
り
選
挙
権
を

有
し
な
い
人
な
ど
は
期
日
前
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
期
間

　

６
月
15
日（
水
）～
18
日（
土
）

　

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

■
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票
の
場
所

　

千
早
赤
阪
村
役
場
１
階

　

期
日
前
投
票
所
・
不
在
者
投
票
所

そ
の
他

　

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と
き
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

選
挙
管
理
委
員
会　

☎
�
０
０
８
１

紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

が
あ
り
選
挙
権
の
あ
る
人
は
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
の
係
員
に
そ
の
こ
と
を
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所

　

投
票
所
は
、投
票
所
入
場
券
の
「
投
票
所
」

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

な
お
、
村
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合
は
、
転

居
の
時
期
に
よ
り
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届出の別 届出の日 投票の
可否

転入届を
した人

平成28年
３月13日以前

投票でき
ます

平成28年
３月14日以後

投票でき
ません

転出届を
する人

選挙までの
全期間

投票でき
ません

投票区 投票所 所在地

１ くすのき
ホール

水分263
番地

２ 旧千早小学
校体育館

東阪388
番地

３ 千早老人憩
いの家

千早240
番地

４
千早小吹台
小学校体育
館

小吹68
番地の
780

千
早
赤
阪
村
長
選
挙
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バ
ス
、
自
家
用
車
の
ど
れ
が
い
い
か
」
を
グ

ル
ー
プ
で
考
え
、
環
境
、
安
全
、
家
族
な
ど

の
視
点
で
の
ク
ラ
ス
討
議
で
し
た
。
４
年
生

の
発
表
で
も
１
年
生
が
指
を
挙
げ
て
（
ド
イ

ツ
で
す
の
で
手
は
挙
げ
ま
せ
ん
）、
盛
ん
に

議
論
を
仕
掛
け
ま
す
。
議
論
好
き
は
、
係
の

子
が
砂
時
計
を
返
す
（
１
人
で
長
く
は
話
せ

な
い
）こ
と
で
も
わ
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

４
年
生
は
、
１
年
生
に
も
わ
か
る
よ
う
に
丁

寧
に
反
論
し
ま
す
。

　

こ
の
学
校
に
は
、時
間
割
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
そ
の
方
が
毎
日
楽
し
み
に
学
校
に
来
ら
れ

る
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え

る
子
ど
も
た
ち
が
、
人
種
や
民
族
や
異
年
齢

の
多
様
性
の
中
で
集
い
、
支
え
、
支
え
ら
れ

な
が
ら
、
ま
る
で
家
族
や
小
さ
な
実
社
会
の

よ
う
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
ま
す
。
勉
強
が

少
々
苦
手
で
も
、
下
の
学
年
の
子
に
は
教
え

る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
学
習
の
定
着
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
他
方
、
日
本
で
は
、
同
年

齢
学
級
編
成
が
原
則
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
勉
強
が
苦
手
な
子
は
教
え
ら
れ
る

一
方
で
す
。
習
熟
度
別
学
習
で
も
先
の
よ
う

な
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
既
に
高
度
経
済

成
長
期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
多
様
性
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
方
法

を
検
討
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
人
権
で
し
ょ
う
。

　

新
し
い
学
校
教
育
の
内
容
や
方
法
が
、
中

央
教
育
審
議
会
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
動
的
な
学
び
）
で
す
。
ア
メ

リ
カ
の
研
究
で
は
、
講
義
型
の
授
業
で
の
学

習
定
着
率
は
５
％
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

マ
ズ
ー
ル
教
授
は
「
た
だ
座
っ
て
先
生
の
講

義
を
聴
い
て
い
る
と
き
の
脳
の
活
動
は
、

眠
っ
て
い
る
時
と
同
じ
で
あ
る
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。
議
論
を
す
れ
ば
50
％
、
実
際
に

や
っ
て
み
て
75
％
、
他
者
に
教
え
る
と
、
な

ん
と
90
％
で
す
。
学
校
で
は
、
楽
し
か
っ
た

体
験
や
、
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
た
よ
う
な

授
業
を
よ
く
覚
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
職
場

で
は
、
新
入
社
員
に
仕
事
を
教
え
た
ら
、
自

身
の
考
え
も
整
理
で
き
た
と
い
っ
た
経
験
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

　

最
近
、
ド
イ
ツ
の
学
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

町
の
中
心
に
あ
る
教
会
立
の
小
学
校
に
は
、

国
籍
、
人
種
、
民
族
、
障
が
い
の
有
無
な
ど

で
一
定
の
割
合
の
子
ど
も
た
ち
が
通
っ
て
い

ま
す
。ド
イ
ツ
の
小
学
校
は
４
年
生
ま
で
で
、

こ
の
学
校
で
は
６
年
前
か
ら
、
あ
え
て
、
１

～
４
年
生
の
６
人
ず
つ
が
一
緒
に
学
ぶ
学
級

編
成
に
し
て
い
ま
す
。
都
合
、
24
人
の
ク
ラ

ス
が
８
ク
ラ
ス
あ
り
ま
す
。ド
イ
ツ
で
も「
総

合
的
な
学
習
」
は
盛
ん
で
、
こ
の
日
は
「
登

校
に
は
、
徒
歩
、
自
転
車
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
、

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

～ 

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す 

～

土
砂
災
害
防
止
月
間　

６
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

が
け
崩
れ
防
災
週
間　

６
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
）

　

近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に
よ
り
、
土
石

流
、が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

人
命
・
家
屋
な
ど
に
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
ま
た
、
土
砂
災
害
の
起
こ
り
や
す

い
長
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
土
砂
災
害

に
対
す
る
備
え
や
、
避
難
場
所
な
ど
を
こ
の

機
会
に
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

土石流
　急な渓谷を、水を含んだ大量の土砂・
礫
れき

が津波のように流れ下るもので、「山
津波」とも呼ばれています。
　流れの先端部に大きな礫があることが
多く、その流れの速さは時速20～40㎞と
いう速度で一瞬のうちに人家や田畑を壊
滅させてしまいます。

がけ崩れ
　雨で地面にしみこんだ水分が土の抵抗
力を弱め、斜面が急に崩れ落ちることで
す。
　また、崩れ落ちる速度も速く、地震が
原因で起こることもあり、人家の近くで
起こると、死者の出る悲惨な災害となり
ます。

地すべり
　粘土質など、すべりやすい土質を境目
に、その上部の地面が動き出してゆっく
りすべり落ちることです。
　がけ崩れに似ていますが、傾斜のゆる
い斜面でも発生し、ゆっくりと継続的に
すべることもあります。また、発生規模
も広範囲にわたります。

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊲

講
義
で
は
脳
は
眠
っ
て
い
る
？

佐
久
間
敦
史

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
３
期
（
６
月
分
）
の
納
期
限
は
、
６
月
30
日（
木
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
６
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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子　

育　

て

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

現
況
届
は
６
月
中
に

　

児
童
手
当
な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
、
現

況
届
の
用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
必
ず

６
月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、
受
給
者
の
支
給
要
件
や
所
得
状

況
な
ど
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で
、
届

け
出
が
な
い
と
６
月
分
か
ら
の
手
当
の
支
払

が
差
し
止
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

６
月
は
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

２
月
分
か
ら
５
月
分
の
児
童
手
当
を
６
月

10
日（
金
）に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し
て
い

る
人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

児
童
手
当
等
の
支
給
月
額

•

０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）

　

１
万
５
千
円

•

３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円

　
（
第
3
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

•

中
学
生
（
一
律
）

　

１
万
円

•
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
人

　

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き

　

一
律
５
千
円

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、

３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受
給
者
が

退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や
世
帯
で
の
生
計

中
心
者
が
変
更
（
離
婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増

減
な
ど
）
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉�

　

健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

保　
　
　

険

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

各
保
険
料
の
納
付
は
、納
期
限
ご
と
に
指

定
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
納
付
さ
れ
る
口
座

振
替
が
、納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
預
金
通
帳

と
金
融
機
関
届
出
印
鑑
、
納
入
通
知
書
を
持

参
の
上
、
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
す
る
と
、
７
月

分
か
ら
口
座
振
替
で
き
ま
す
。

（
口
座
振
替
は
毎
月
25
日
で
す
。
た
だ
し
、

指
定
振
替
日
が
取
扱
金
融
機
関
な
ど
の
休
日

に
あ
た
る
場
合
は
、
１
営
業
日
前
で
す
。）

（
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
）

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
り
そ
な
・

近
畿
大
阪
の
各
銀
行
お
よ
び
大
阪
南
農
業
協

同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

•

健
康
福
祉
課
（
介
護
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
の
算
定
の
た
め
に
～
申
告
の
お
願
い
～

　

村
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
料
は
、
税
の
申
告
内
容
に
基
づ
き

決
定
し
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
収
入
が

無
か
っ
た
な
ど
で
、
確
定
申
告
や
住
民
税
申

告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
各
保
険
料
の
算
定

の
た
め
、住
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

　

○�

前
年
中
の
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務

先
か
ら
村
へ
「
給
与
支
払
報
告
書
」
が

提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

　

○�

前
年
中
の
収
入
が
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
の
み
で
、
支
払
先
か
ら
千
早
赤
阪
村

へ
「
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
て
い
る
場
合

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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未
申
告
の
場
合
、
保
険
料
の
軽
減
が
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
限
度
額
の
区
分
が
正
し
く
判
定
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

村
で
は
４
月
１
日
現
在
、
村
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
人
に
、

５
月
下
旬
に
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
に
て
健
康
診
査
（
診
察
・
血
液

検
査
・
検
尿
な
ど
）
を
無
料
で
受
診
で
き
ま

す
。

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
特
定
健
診
の
受
診
券
が
届
い
て
い

て
も
、
受
診
日
現
在
、
社
会
保
険
加
入
や
転

出
な
ど
で
、
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

税

村
・
府
民
税
１
期
分
の
納
税
は

６
月
30
日
ま
で
に

　

税
金
は
期
限
内
に
次
の
場
所
で
納
税
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

り
そ
な
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
三
井
住
友
、

南
都
、
近
畿
大
阪
、
関
西
ア
ー
バ
ン
各
銀

行
、
大
阪
南
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局
、
役
場
、
小
吹
台
連
絡
所

（
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
）

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア　
　

※�

口
座
振
替
に
よ
る
引
き
落
と
し
は
６
月
30

日（
木
）で
す
。
通
帳
残
高
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

納
税
に
は
便
利
で
安
心
、
安
全
な
口
座
振

替
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

平
成
28
年
４
月
か
ら「
森
林
環
境
税
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

大
阪
府
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
31

年
度
ま
で
の
４
年
間
、
個
人
の
府
民
税
均
等

割
額
に
３
０
０
円
を
加
算
し
ま
す
。

　

森
林
が
持
っ
て
い
る
災
害
の
防
止
な
ど
の

公
益
的
機
能
を
維
持
増
進
す
る
た
め
の
、
環

境
の
整
備
に
係
る
施
策
に
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
た
め
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

府
民
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
「
ピ
ピ
っ

と
ラ
イ
ン
」
☎
06（
６
９
１
０
）８
０
０
１

上
下
水
道

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

本
村
で
は
、
２
か
月
に
１
度
、
村
が
委
託

し
た
検
針
員
が
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

正
し
く
検
針
す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

つ
い
て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

•
�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
植
木
鉢
な

ど
の
物
を
置
い
た
り
、
車
を
駐
車
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

•
�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
近
く
や
出
入
り
口

に
、飼
い
犬
を
つ
な
が
な
い
で
く
だ
さ
い
。

•
�

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
、
泥
や
水
が

入
ら
な
い
よ
う
に
清
潔
に
保
っ
て
く
だ
さ

い
。

•
�

増
改
築
な
ど
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

が
、
見
え
に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
施
設
整
備
課

◆
一
般
書

う
め
婆
行
状
記�

（
宇
江
佐
真
理
）

恩
讐
の
鎮
魂
曲�

（
中
山
七
里
）

ヒ
ー
ロ
ー
！�

（
白
岩
玄
）

橋
を
渡
る�

（
吉
田
修
一
）

眩�

（
朝
井
ま
か
て
）

海
の
見
え
る
理
髪
店�

（
荻
原
浩
）

十
三
匹
の
犬�

（
加
藤
幸
子
）

ア
ン
と
青
春�

（
坂
木
司
）

風
聞
き
草
墓
標�

（
諸
田
玲
子
）

カ
ナ
リ
ア
恋
唄�

（
杉
本
章
子
）

辛
夷
の
花�

（
葉
室
麟
）

疾
風
に
折
れ
ぬ
花
あ
り
（
中
村
彰
彦
）

天
才�

（
石
原
慎
太
郎
）

老
境
の
美
徳�

（
曽
野
綾
子
）

彼
女
に
関
す
る
十
二
章�

（
中
島
京
子
）

上
質
な
大
人
の
た
め
の
日
本
語

大
阪
府
の
山

全
国
キ
ャ
ン
プ
場
ガ
イ
ド
西
日
本
編

大
人
に
な
っ
た
ら
、
着
た
い
服
春
夏

◆
児
童
書

み
ど
く
ん
と
あ
か
く
ん
（
サ
ト
シ
ン
）

こ
ざ
る
の
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

�

（
さ
え
ぐ
さ
ひ
ろ
こ
）

文
房
具
の
や
す
み
じ
か
ん

�

（
小
池
壮
太
）

サ
バ
イ
バ
ル
シ
リ
ー
ズ

　
　

弥
生
時
代
・
戦
国
時
代
・
幕
末
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人　
　
　

事

平
成
28
年
度
職
員
採
用
資
格
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
職
員
採
用
資
格
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

　

募
集
人
数
な
ど
の
内
容
は
、
決
定
後
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

消
防
団
長
に
秋
山
氏

　

４
月
30
日
付
で
退
団
さ
れ
た
岡
本
善
三
前

団
長
の
後
任
に
、
５
月
１
日
付
で
秋
山
正
元

副
団
長
が
団
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

人　
　
　

権

男
女
共
同
参
画
週
間

　

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

で
す
！

　

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
女
性

が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
参
画
し
、
そ
の

能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
職
場
や
学
校
、
地
域
、
家

庭
で
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
に
向
け
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
の

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

環
境
衛
生

ご
み
の
野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
の
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
野
焼
き
行
為

は
、
た
き
火
程
度
の
ご
く
軽
微
な
も
の
や
、

農
林
業
で
管
理
上
や
む
を
得
ず
行
な
う
焼
却

な
ど
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
は
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
行

為
は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
悪
臭
や
煙
な
ど
に

よ
り
、
近
隣
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

家
庭
で
出
る
ご
み
は
分
別
し
、
村
の
定
期

収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

　
「
和
食
」
は
季
節
を
楽
し
む
感
性
を
養

い
、
家
族
や
地
域
で
行
事
食
や
郷
土
料
理

を
食
べ
る
こ
と
で
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。　
　
　

　

米
を
主
食
に
し
、
汁
物
と
い
く
つ
か
の

お
か
ず
を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
く
、
日
本
が
誇
る
長
寿
の
支

え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化

が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
今
、「
和
食
」
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

食
材
に
つ
い
て

　

四
季
折
々
の
日
本
の
風
土
で
育
ま
れ
た

旬
の
食
材
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
季
節
を

楽
し
み
ま
す
。
旬
の
食
材
は
栄
養
価
が
高

く
、
地
域
な
ら
で
は
の
風
情
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

調
理
方
法
に
つ
い
て

　

素
材
の
持
ち
味
を
活
か
す
調
理
法
や
、

昆
布
や
か
つ
お
、
い
り
こ
、
椎
茸
な
ど
の

旨
み
を
利
用
し
た
だ
し
は
、
和
食
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。

�

食
事
の
マ
ナ
ー

　

自
然
に
感
謝
し
「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご

ち
そ
う
さ
ま
」
な
ど
の
礼
儀
作
法
や
、
お

箸
の
使
い
か
た
は
小
さ
い
頃
か
ら
教
え
ら

れ
て
い
ま
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精

神
は
、
日
本
特
有
の
大
切
な
要
素
で
す
。

　

和
食
は
、
継
承
さ
れ
な
い
と
薄
れ
て
い

き
ま
す
。「
和
食
を
作
ろ
う
」「
和
食
を
食

べ
よ
う
」「
和
食
を
伝
え
よ
う
」と
い
う
気

持
ち
は
大
切
で
す
。
古
く
か
ら
の
食
に
対

す
る
想
い
を
守
り
、
家
庭
や
地
域
で
も
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

『
日
本
の
食
文
化
を
伝
え
よ
う
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。
※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または窓口にて、保健センターで申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）

※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診【検診実施期間：いずれも平成29年３月31日（金）まで】

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
大 腸 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● ● 年度に１回
肺 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所
内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要者のみ実施可能）

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 ６月10日（金）・６月23日（木）・７月10日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時
定 　 　 員 各50人

内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査
〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）

※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 ６月21日（火）の午前

当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時
※受付時間ごとの時間帯予約制です。

定 　 　 員 〈40歳代〉７人　　〈50歳以上〉22人
内 　 　 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 ６月21日（火）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時
定 　 　 員 55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

で受けられます
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健　
　
　

康

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く

く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が

ん
へ
と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
事
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　
　
　

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

�

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回
の

み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

費
用　

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円
（
調
理
実
習
日
は
食
材
費
と
し
て
別
途

４
０
０
円
必
要
）

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

申
込
期
間

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課　
（
健
康
）　

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
日
常

生
活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室

で
す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り

ま
し
ょ
う
。

実
施
回
数　

１
コ
ー
ス
で
７
回
実
施
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
前
期
・
後
期
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
じ
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

15
人
（
初
回
の
人
優
先
）

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法　

基
本
的
に
は
１
コ
ー
ス
（
全
７

回
）
ご
と
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

前　期
コース

後　期
コース テーマ 内　　　　容（予定）

７月12日
（火）

11月15日
（火） 健康のた

めの土台
づくり

運動実技 ①運動の基本を知ろう！
　運動の必要性、セルフチェックの方法

７月26日
（火）

11月29日
（火）

栄養講義
実演・試食

②栄養の基本を知ろう！
　食事のバランスについて、減塩の工夫

８月23日
（火）

12月13日
（火）

健康的な
日常生活

運動実技
③日常生活でちょこっと運動
　�プラス10（今よりも10分多く体を動か
しましょう）、身体活動量

８月30日
（火）

12月20日
（火）

栄養講義
実演・試食

④食材のかしこい選び方
　�外食・中食の上手な選び方、加工食品
について

９月13日
（火）

１月17日
（火） 健康のた

めのワン
ポイント

運動実技
⑤気軽に始めるウォーキング
　�有酸素運動の効果、正しい姿勢・フォー
ム

９月27日
（火）

１月24日
（火）

栄養講義
調理実習

⑥～若さの秘訣～ヘルシー料理
　調理で脂肪を減らすコツ

10月18日
（火）

２月14日
（火）

栄養・運
動のおさ
らい

栄養講義
運動実技 ⑦教室のまとめ
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成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

介
護
予
防
事
業「
ふ
れ
あ
い
元
気

教
室
」で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

村
で
行
う
介
護
予
防
教
室
で
、
お
手
伝
い

規
定
に
基
づ
い
て
定
期
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
２
年
に
１
回
）。

　

村
で
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
行
い

ま
す
。

日
時　

６
月
23
日（
木
）

　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ま
ち
づ
く
り
課

　

村
営
金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
一

年
検
査
お
よ
び
整
備
工
事
（
曵
索
平
衡

索
切
詰
工
事
）
を
行
う
た
め
、
運
転
を

休
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　

６
月
８
日（
水
）～
10
日（
金
）

　

※�

香
楠
荘
は
、
平
常
ど
お
り
営
業
し

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

•

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

　

☎
�
０
２
１
０

•

ま
ち
づ
く
り
課

　

☎
�
０
０
８
１

金
剛
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

運
休
の
お
知
ら
せ

や
高
齢
者
の
お
話
し
相
手
を
し
て
く
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
者
が
元
気
な
村
」
を
目
指
し
て
、

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

き
っ
と
あ
な
た
自
身
も
元
気
を
た
く
さ
ん
も

ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

日
程　

６
月
21
日（
火
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

70
歳
未
満
で
、
介
護
予
防
や
認
知
症

予
防
に
興
味
の
あ
る
人

内
容　

介
護
予
防
の
基
礎
知
識
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

※�
６
月
28
日（
火
）か
ら
始
ま
る
介
護
予
防
教

室
「
ふ
れ
あ
い
元
気
教
室
（
全
12
回
８
月

９
日
を
除
く
毎
週
火
曜
）」
に
参
加
し
、

介
護
予
防
や
高
齢
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
方
法

を
学
び
ま
す

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
介
護
予
防
）

検　
　
　

査

は
か
り
の
検
査

　

日
常
生
活
の
基
礎
と
な
る
適
正
な
計
量
の

実
施
を
確
保
す
る
た
め
、
商
取
り
引
き
や
証

明
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
は
、
計
量
法
の

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

•

村
国
保
診
療
所　

水
分
１
９
５-

１
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
�
０
０
３
８　

午
前
診
（
月
）～（
金
）
午
前
９
時
～
正
午　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
４
時
30
分
～
６
時
30
分

•

村
国
保
千
早
診
療
所　

千
早
１
８
４-

１　

☎
�
０
２
４
０　

午
後
診
（
火
・
金
）
午
後
２
時
～
４
時

村
国
保
診
療
所
の
診
療
時
間
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催　
　
　

し

教
科
書
展
示
会

　

南
河
内
郡
の
教
科
書
セ
ン
タ
ー
で
現
在
使

用
さ
れ
て
い
る
小
中
学
校
用
の
教
科
書
の
展

示
会
を
開
催
し
ま
す
。

場
所　

南
河
内
郡
地
区
教
科
書
セ
ン
タ
ー

（
河
南
町
役
場
１
階
教
育
委
員
会
前
）

展
示
期
間　

６
月
１
日（
水
）～
７
月
８
日（
金
）

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
休
館
）

展
示
本
の
種
類　

小
中
学
校
用
教
科
書

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

福
祉（
介
護
・
看
護
な
ど
）の

お
仕
事
・
事
業
所
見
学
会

日
時　

６
月
20
日（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
50
分
（
現
地
集
合
）

場
所　

�

医
療
法
人
弘
生
会　

老
寿
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム（
河
内
長
野
市
小
山
田
町
３
７
９

-

５
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

☎
�
３
０
８
１（
41
＃
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈６月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

１ 水 午前10時～10時30分 地域子育て支援センター げんき親子体操

７ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

８ 水 午前11時～正午 くすのきホール 親子コンサート

14 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

15 水 午前10時～
地域子育て支援センター

布あそび

22 水 ★ 午前10時30分～11時 英語あそび・発育測定

23 木 ★ 午前９時30分～11時30分 錦織公園 バスでおでかけ（雨天中止）
費用　一家庭につきバス代200円

28 火 午前10時～
地域子育て支援センター

じゃがいも掘り

30 木 午前10時30分～11時 七夕制作

7／1 金 ★ 午前９時15分～11時20分 すばるホール プラネタリウム

今月の一押し　�
　バスでおでかけ　�アンパンマンバスに乗って錦織公園に出掛けます。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。
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　この教室では、家に閉じこもりがちになったり、膝や腰に軽い痛みがあって、今までできていたことが徐々にで
きなくなりはじめている高齢者が対象です。
　体力づくりや筋力＆脳トレーニングなどを楽しく実践しながら学ぶことで、寝たきりや閉じこもりにならない身
体づくり・仲間づくりをお手伝いします。�

〈問い合わせ・申し込み〉健康福祉課

　この教室では、庭仕事など屋外での活動をしているが、運動習慣のない高齢者や日常生活・軽い運動はできるけど、
膝や腰の痛みが時々あるといった高齢者が対象です。� � � � 　
　体力づくりや身体のメンテナンス方法を楽しく実践しながら学び、生涯現役でいられる身体づくり・仲間づくり
をお手伝いします。

〈問い合わせ・申し込み〉健康福祉課

対 象 者

65歳以上の住民で下記の条件を満たす人
①介護認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで座って行う運動が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されていること
※今までに当教室を参加されたことのある人は参加できません

日 程 １クール12回、週１回、約３か月間
６月28日～９月20日までの毎週火曜日（８月９日を除く）

時 間 午後１時30分～３時30分
場 所 保健センター　２階多目的室　または　３階集団指導室

内 容 開会式、体力測定、看護師による血圧など体調チェック、運動指導士による集団指導（イスで
の体操やトレーニング、介護予防に関する講義）、修了式　など

定 員 15人（�原則、全回参加できる人優先。申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参
加決定通知送付）

申 込 期 間 ６月１日（水）～15日（水）まで
参 加 費 スポーツ保険1,200円 / 人　と　毎回250円 / 人
送 迎 あり（希望者のみ）

対 象 者
65歳以上の住民で下記の条件を満たす人
①介護認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで立って行う運動やストレッチマットでの体操が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されていること

日 程
１クール10回、月１回、10か月間
６月21日、７月５日、８月16日、�９月14日、10月18日、11月15日、12月20日、平成29年１月17日、
２月21日、３月７日（９月水曜日以外は全て火曜日）

時 間 午前９時15分～11時30分
場 所 B＆ G海洋センター　２階　トレーニングルーム

内 容 オリエンテーション、体力測定、健康運動指導士による集団指導（腰・ひざ痛予防、筋トレ、
ストレッチ、ウォーキング、正しい姿勢、リズム体操）など

定 員 20人（�原則、全回参加できる人優先。申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参
加決定通知送付）

申 込 期 間 ６月１日（水）～15日（水）まで
参 加 費 スポーツ保険1,200円 / 人　と　毎回250円 / 人

ふれあい元気教室参加者募集

シニアステップアップスクール参加者募集
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募　
　
　

集

金
融
・
経
済
講
演
会

日
時　

７
月
21
日（
木
）

　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　

大
阪
銀
行
協
会
７
階
大
会
議
室

　
　
　
（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
３-
３-

５
）

演
題　
「
日
本
経
済
の
ゆ
く
え
」

講
師　

学
習
院
大
学　

国
際
社
会
科
学
部　

教
授　

伊
藤　

元
重　

氏

定
員　

２
０
０
人

費
用　

無
料

申
込
方
法　

①
７
月
21
日
②
郵
便
番
号
③
住

所
④
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
⑤
年
齢
⑥
電
話
番

号
⑦
こ
の
講
演
会
を
何
で
知
っ
た
か
を
明
記

の
上
、
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
大
阪
府
金
融
広

報
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す

（
当
講
演
会
入
場
券
の
作
成
・
発
送
、
照

会
対
応
に
利
用
し
ま
す
）。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員
会
事
務
局

　

�

〒
５
３
０-

８
６
６
０　

大
阪
市
北
区
中

之
島
２-

１-

45
日
本
銀
行
大
阪
支
店
内

　

☎
06（
６
２
０
６
）７
７
４
８

　

06（
６
２
３
３
）６
０
８
０

利
用
期
間　

９
月
ご
ろ
～
平
成
29
年
３
月

　

補
助
対
象
経
費
や
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ま
ち
づ
く
り
課

夏
休
み
こ
ど
も
水
泳
教
室

日
時　

７
月
21
日（
木
）～
25
日（
月
）５
日
間

　
　
　
（
予
備
日
７
月
26
日
）

　

○
幼
児
の
部　

14
時
～
15
時

　

○
小
学
生
の
部　

15
時
10
分
～
16
時
10
分

場
所　

海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

定
員　

　

○
幼
児
の
部（
３
歳
児
～
５
歳
児
）　

40
人

　

○
小
学
生
の
部（
１
年
生
～
６
年
生
）60
人

参
加
費　

２
千
円

申
込　

６
月
20
日（
月
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
（
先
着
順
）

締
切　

７
月
８
日（
金
）

　
　
　

午
後
５
時　

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
く
す

の
き
ホ
ー
ル
に
て
受
付
。
電
話
で
の
申
し

込
み
は
不
可
。
申
し
込
み
時
に
、
参
加
費

（
２
千
円
）・
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※�
平
成
25
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
幼
児

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※�

村
民
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
村
外

の
人
も
６
月
27
日（
月
）午
前
９
時
30
分
か

ら
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
定
員
に
達
し

て
い
れ
ば
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
と
な
り
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課

　

☎
�
１
３
０
０

大
阪
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
事
業
参
加
者
募
集

①
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
in
び
わ
湖

日
程　

８
月
19
日（
金
）

場
所　

滋
賀
県
大
津
市
（
琵
琶
湖
）

出
発　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場

　
　
　

午
前
７
時

対
象　

�

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上
（
小

学
１
～
３
年
生
も
保
護
者
同
伴
に
限

り
参
加
可
）

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
千
円
（
保
険
・
昼
食
含
む
）

内
容　

�

カ
ヌ
ー
体
験
・
釣
り
体
験
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
チ
ュ
ー
バ
―
で
環
境
体
験
な
ど

② 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡

協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会

『
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い
』

日
程　

８
月
27
日（
土
）～
28
日（
日
）

　
　
　

１
泊
２
日

場
所　

竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
兵
庫
県
豊
岡
市
竹
野
町
切
浜
）

宿
泊　

豊
岡
市
立
東
大
谷
野
外
活
動
施
設

　
　
　

た
け
の
こ
村

出
発　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
駐
車
場　

�

　
　
　

午
前
７
時
30
分

販
路
拡
大
支
援
事
業

～
あ
な
た
の
夢
応
援
し
ま
す
～

　

村
の
地
産
品
な
ど
の
販
路
を
拡
大
す
る
た

め
の
経
費
の
一
部
を
村
が
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費

①
産
業
見
本
市
等
出
展
支
援

　

�

販
路
を
拡
大
す
る
目
的
で
、産
業
見
本
市
・

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
と
き
の
経
費

※�

出
店
後
も
使
用
で
き
る
備
品
の
購
入
経
費

や
、
自
ら
が
企
画
す
る
産
業
見
本
市
・
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
場
合
は
除
く
。

②
専
門
家
招
へ
い
・
営
業
代
行
支
援

　

�
自
ら
が
生
産
す
る
商
品
（
一
次
産
品
、
二

次
産
品
）
の
販
売
、
販
路
拡
大
の
た
め
の

専
門
家
の
招
へ
い
や
営
業
代
行
の
経
費

※
指
導
日
が
12
日
以
上
の
も
の
に
限
る
。

③ 

通
信
販
売
等
電
子
商
取
引
の
シ
ス
テ
ム
構

築
費

　

�

通
信
販
売
な
ど
の
電
子
商
取
引
を
行
う
た

め
に
、
新
た
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た

め
の
経
費　

補
助
限
度
額　

①
15
万
円
（
２
件
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

②
１
０
０
万
円（
２
件
ま
で
）

　
　
　
　
　
　

③
15
万
円
（
２
件
ま
で
）

補
助
率　

１
／
２

対
象　

村
内
で
活
動
す
る
企
業
や
団
体
な
ど

交
付
申
請
期
間　

６
月
１
日（
水
）～
７
月
15
日（
金
）

交
付
決
定　

８
月
末
ご
ろ

14



対
象　

村
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～

　
　
　

中
学
３
年
生

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

�
６
千
円
（
保
険
・
タ
イ
ト
ル
宿
泊
・

食
事
含
む
）

※
１
日
目
の
昼
食
は
各
自
持
参

内
容　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
あ
る
海
洋
セ
ン

タ
ー
所
在
の
市
町
村
参
加
者
と
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
図
り
ま
す
。

受
付　

６
月
13
日（
月
）
午
前
９
時
30
分
～

（
先
着
順
）

締
切　

７
月
１
日（
金
）

※�

各
事
業
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。村
民
で
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

村
外
の
人
も
受
付
ま
す
。

　

�

各
事
業
の
申
し
込
み
時
に
、
参
加
費
・
印

鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。
各
事
業
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
参
加
申
し
込
み
時
に
お
渡
し

し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課　

　

☎
�
１
３
０
０

※�

キ
ャ
ン
セ
ル
の
返
金
に
つ
い
て
は
、
必
要

経
費
を
差
し
引
い
て
返
金
し
ま
す
。
参
加

費
を
上
回
る
場
合
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定
前期（第１回～第４回）「河内國とその時代」午後２時から４時

後期（第５回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール
定員　50人（先着順）
費用　１回400円
受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育委員会事務局教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

回 講座日 タイトル 講　　師

１ ６月29日（水） 石川流域の渡来文化 河内長野市教育委員会
尾谷　雅彦　氏

２ ７月13日（水） 古代仏教のパワースポット
―山林修行と金剛山地―

高野山大学助教
櫻木　潤　氏

３ ８月３日（水） 戦国期の真宗教団と寺内町
―南河内地域を中心に―

大阪狭山市教育委員会
吉井　克信　氏

４ ９月14日（水） 『河内鑑名所記』『河内志』
『河内名所図会』が紹介する千早赤阪村

文化財保存全国協議会
全国常任委員
西田　孝司　氏

回 講座日 タイトル 講　　師

５ 10月５日（水）
水平社運動の軌跡

―なぜ御所の地で活動が始まったのか、
水平社とはなにか？―

水平社博物館学芸員
佐々木　健太郎　氏

６ 11月９日（水） 観光資源としての博物館 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月２日（金） 地域のマーケティング
～博物館と来訪者の視点から～

神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） ミュージアムを楽しむ
～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～ 村文化財担当職員
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

寄
附
（
一
般
）

◎�

叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
記
念
と
し
て
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
口　

哲
生　

様
（
水
分
３
３
３-
２
）

　

10
万
円

　

ご
芳
志
は
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
人
事
財
政
課　

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
千
早
赤
阪
村
ゴ
ル
フ
連
盟

　

３
万
３
千
７
８
９
円

　

ゴ
ル
フ
大
会
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

◎
阪
辻　

リ
ツ
子
（
東
阪
１
６
１-

１
）

　

10
万
円

　

亡
夫　

郁
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

赤
十
字
募
金

　

６
月
30
日（
木
）ま
で
「
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
」（
募
金
活
動
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
活
動
を

は
じ
め
国
際
活
動
、
医
療
、
血
液
事
業
、
福

祉
事
業
な
ど
の
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

募
金
は
、
千
早
赤
阪
村
分
区
（
村
社
会
福

祉
協
議
会
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

�　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
千
円
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
（
千
早
赤
阪
村
社
会

福
祉
協
議
会
内
）
千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

☎
�
０
２
９
４

６
月
は「
就
職
差
別
撤
廃
月
間
」で
す

《
し
な
い　

さ
せ
な
い　

就
職
差
別
》

　

就
職
の
面
接
で
、出
身
地
や
家
族
の
職
業
、

思
想
・
信
条
に
関
す
る
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
、

聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
面
接
で

こ
の
よ
う
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
、
本
人
に

責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き

事
項
で
応
募
者
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
採
用
選
考
は
、
応
募
者
の
基
本
的
人
権

を
尊
重
し
、
本
人
の
適
正
・
能
力
に
基
づ
き

資
質
や
長
所
を
見
い
だ
す
こ
と
を
通
じ
て
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
６
月
を
「
就
職
差
別
撤
廃

月
間
」
と
定
め
、
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
の
で
、
就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
府
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
就
職
差
別
１
１
０
番
】

　

就
職
差
別
に
つ
い
て
、
電
話
で
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
１
８　

　

※
６
月
15
日（
水
）～
17
日（
金
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

Ｅ
メ
ー
ル　

　

rosei-g04@
sbox.pref.osaka.lg.jp

　

※�

６
月
中
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を

随
時
受
付
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
１
８　

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

大
阪
法
務
局
お
よ
び
大
阪
府
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０

番
」
を
設
置
し
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
、
適
切
な
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

の
解
決
に
努
め
ま
す
。

電
話
［
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
］

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０　

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
期
間　

６
月
27
日（
月
）～
７
月
３
日（
日
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

�

た
だ
し
、７
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）は
午
前

10
時
～
午
後
５
時

相
談
内
容　

い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
、
児

童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

担
当
者��

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６

ぜ
ろ
ぜ
ろ
な
な
の
ひ
や
く
と
お
ば
ん
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★相談や検査に関するプライバシーは守ります
★詳しくは大阪府富田林保健所にお問い合わせください
　☎0721㉓2681　ホームページアドレス：http://www.pref.osaka.jp/tondabayashihoken/index.html

第
19
回
大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

•

配
布
時
期
お
よ
び
受
付
期
間

　

６
月
20
日（
月
）ま
で

•

配
布
場
所　

健
康
福
祉
課
、
保
健
所
な
ど

試
験
日　

10
月
２
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

一
般
財
団
法
人　

大
阪
府
地
域
福
祉
推
進

財
団
（
フ
ァ
イ
ン
財
団
）
ケ
ア
マ
ネ
係

　

☎
06（
６
７
６
３
）８
０
４
４

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
更
新

制
度
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

に
よ
り
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
に
つ
い

て
、
５
年
ご
と
の
更
新
制
度
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

有
効
期
間
を
更
新
す
る
た
め
に
は
、
有
効

期
間
満
了
日
ま
で
に
更
新
研
修
を
修
了
し
た

上
で
、
更
新
の
申
請
手
続
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

自
身
の
有
効
期
間
を
確
認
の
上
、
更
新
研

修
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
左
記
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

社
団
法
人　

大
阪
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　

�

☎
06（
６
３
９
０
）４
０
１
０
（
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
）

種　　類 実施日 受付時間 備　　　　　考

富
田
林
保
健
所
　
☎
㉓
２
６
８
１

こ こ ろ の 健 康 相 談 予約制 ₉：30～12：15
13：00～17：00 電話でお問い合わせください。

エイズに関する相談 月～金
（祝日を除く）

₉：30～12：15
13：00～17：00

予約は不要。
電話相談も可能。

血液検査【エイズ・梅毒】
尿 検 査【クラミジア】

第₁･₃水曜日
（祝日を除く） 13：30～14：30

予約は不要で、匿名での検査も可能。
エイズ抗体検査は無料ですが、梅毒血清反
応検査、クラミジア抗原検査は手数料が必
要な場合があります。

血 液 検 査
【肝炎ウィルス検査】

予約制
第₃水曜日
（祝日を除く）

₉：30～10：30 電話で予約必要。

血 液 検 査
【風しん抗体検査】

予約制
第₁･₃火曜日
（祝日を除く）

10：00～11：00

（対象）◦妊娠を希望する女性
◦妊娠を希望する女性の配偶者
◦妊娠している女性の配偶者��

※�妊娠を希望する女性が未成年でかつ未婚
の場合は保護者同伴のこと

骨髄移植対策推進事業
骨髄バンクドナー登録

予約制
第１水曜日
（祝日を除く）

11：00～12：15 ※詳しくは電話でお問い合わせください。

飲用水 ･ 井戸水検査 毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は火曜日）

₉：30～11：30 検査手数料が必要。電話で予約をお願いします。
（予約先：藤井寺保健所�検査課☎072-952-6165）

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

毎週月曜日
（月曜日が祝日の時は火曜日）

₉：30～11：30 検査手数料が必要。

医療機関に関する相談 月～金
（祝日を除く）

₉：00～12：15
13：00～17：30

例えば、「診療において充分な説明がなく不安」
「○○科のある病院を教えて欲しい」など医療
機関に関する相談を受けています。

富田林保健所からのお知らせ
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仕
事
を
探
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

　
「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

就
職
・
転
職
・
職
場
の
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
働
き
た
い
人
に
は
情
報
提
供
・
職
業
紹
介

○
面
接
に
備
え
て
就
職
セ
ミ
ナ
ー

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
就
業
支
援
講
習
会

○
困
っ
た
と
き
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

相
談
日　

月
～
土（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　
　
　
　
（
要
予
約
・
保
育
あ
り
）

場
所　

大
阪
市
中
央
区
谷
町
５-

４-
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大
阪
府
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉 

　

�

大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー　

☎
06（
６
７
６
２
）９
４
９
８

平
成
28
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

申
込
受
付
期
間

•

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

６
月
20
日（
月
）～
29
日（
水
）

•

郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
20
日（
月
）～
22
日（
水
）

　
（
通
信
日
付
印
有
効
）

第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日（
日
）

試
験
地　

大
阪
市

陶
芸
体
験「
植
木
鉢
を
つ
く
ろ
う
」

　

お
う
ち
の
形
の
植
木
鉢
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
初
め
て
の
人
に
も
で
き
ま
す
。
焼
成
後

の
植
木
鉢
の
引
き
取
り
は
７
月
29
日（
金
）か

ら
で
す
。

日
時　

６
月
26
日（
日
）
午
前
10
時
～
12
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階

　
　
　
（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

10
人
（
要
申
し
込
み
）

参
加
費　

２
６
０
０
円

持
ち
物　

汚
れ
て
も
い
い
服
装

講
師　

酒
向　

克
典
氏
（
工
房　

南
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/

■�

受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」
へ

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

　

人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

　

☎
06（
４
７
９
６
）２
１
９
１

四
天
王
寺
大
学
「
水
無
月
祭
」

　

四
天
王
寺
大
学
に
お
い
て
「
水
無
月
祭
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

一
般
の
人
に
も
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
26
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

内
容　

音
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏
、
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、作
品
展
示
、

屋
台
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

四
天
王
寺
大
学　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
７
２（
９
５
６
）９
９
５
６

総務省・経済産業省・都道府県・市区町村　　　　〈問い合わせ〉総務課

⃝平成28年６月１日現在で行います。
⃝全国すべての事業所・企業が対象となります。
⃝「統計法」という法律に基づく基幹統計調査として実施します。
⃝回答いただいた内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には、絶対に使用しません。
⃝平成28年経済センサス‐活動調査ではインターネット回答を推奨しています。

平成28年
6月1日

インターネットでご回答ください！

平成28年経済センサス -活動調査を実施します
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　５月３日、葛木神社・金剛錬成会による「さくら祭」が行われました。
　うすみどり色の花が咲くことで有名な「金剛ざくら」が満開の下、お弁当を食べながらお花見を楽しみ、
歌手のあずまりかさんによる「金剛山」の歌や、回数登山の表彰が行われました。

　４月25日、楠木正成の遺徳をしのび、楠公誕生地において楠公祭が行われました。
　当日は晴天に恵まれ神楽や詩吟のほか、げんき保育園児による太鼓の奉納がありました。
　園児たちの元気なかけ声や太鼓の音が大きく空に響き渡りました。

春を感じて

楠　公　祭
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頑張りました！！

　４月10日、海洋センターアリーナでソフトバ
レーボール大会が６チームの参加により開催され
ました。
優　勝　中学１年生母親
準優勝　カナンヴィーナス
３　位　スマイルクローバー

● 春季ソフトバレーボール大会 ●● 春季ソフトボール大会 ●
　４月３日、10日、村民運動場でソフトボール大
会が４チームの参加により開催されました。
優　勝　下東阪スポーツクラブ
準優勝　小吹アローズ

「いかのおすし」を知っていますか？
　４月27日、子どもへの犯罪被害を防ぐために、各小学
校で新１年生が「いかのおすし」を勉強しました。

いか　知らない人についていかない
の　　知らない人の車にのらない
お　　おおきな声で叫ぶ
す　　すぐ逃げる
し　　何かあったらすぐしらせる

受章おめでとうございます
● 春の叙勲 ●

　４月29日、春の叙勲が発令されました。
多年の警察業務に精励された功労により、山口哲生さん
（元警視正）が「瑞宝双光章」を受章されました。
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・近況は・・・
　看護学校に通っています。
・趣味は・・・
　バレーボールです。
　同じ系列の看護学校との大会に向けて練習し
ています。
・夢は・・・
　幼い頃から憧れであった、看護師になること
です。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　高校の友達と着物で京都を散策したことで
す。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　自然に囲まれていて空気がきれいなところが
好きです。
・次号は・・・
　幼・小・中・高校の同級生の仲野　修平くん
です。
・仲野くんへメッセージを・・・
　また集まって遊ぼうね！！

桐山　 道  端 　 菜  月 さん
＜19歳　かに座＞

NatsukiMichibata

「安全・安心な
まちづくり」のために

　４月28日、富田林市・太子町・河南町・千早赤阪村と
富田林警察署は、防犯カメラ設置による「安全・安心な
まちづくり」の推進に関する協定を締結しました。
　富田林警察署管内の４市町村が協力して防犯カメラを
設置することにより、犯罪抑止力を高め、犯罪のない安
全・安心なまちづくりを進めます。

〈問い合わせ〉総務課

森屋　うめづ　ゆうた　くん
（　梅　津　悠　汰　）

　　　　　　　　　　　　　　平成16年５月５日生まれ

	 うめづ　はやと　くん
（　梅　津　颯　人　）

　　　　　　　　　　　　　　平成20年11月23日生まれ

	 うめづ　しゅん　くん
（　梅　津　　　瞬　）

　　　　　　　　　　　　　　平成22年６月22日生まれ

	 うめづ　やまと　くん
（　梅　津　大　翔　）

　　　　　　　　　　　　　　平成24年６月22日生まれ
強く優しい子になってください！

　父・高志さん　母・知子さん

　３歳のとき、祖父母の家に行ったとき
に弟と撮った写真です。

295
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（子育て支援センターの

出張ひろば）

６月６日・13日・
20日・27日
７月４日㈪

午前10時
～11時30分 就学前の乳幼児と保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

６月15日㈬

午前10時
～11時30分

入園前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

０～１歳頃までの
乳幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～10時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

無 料 弁護士相談・
保健師こころの相談 ６月10日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

相
談

保健師による健康相談
（電話・来庁） ６月21日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 ６月24日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー
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ペ

ー
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も え る ご み
（火・金曜日）

６月３日（金）・
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）
７月１日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

６月１日（水）
７月６日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

６月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ６月16日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ６月22日（水）

各地区ミゼット車 ６月17日（金）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ６月29日（水）予定

千早、東阪、中津原 ６月30日（木）予定

心配ごと ６月２日（木）・７月７日（木）

児　　童 ６月２日（木）・７月７日（木）

行　　政 ６月２日（木）・７月７日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権グループ☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,564人（－３）
　男　　2,649人（－４）
　女　　2,915人（＋１）
世帯数　2,351戸（＋１）

４月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
まちづくり課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

健康診査＆相談など

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課


